
■ＳＤＧｓ

■関連する主な事業 （単位：千円）

目指す姿 市内外の人が、高速交通ネットワークを活用し、広域的な交流・連携を行っています。

関連する分野別計画

基本施策に関連する
ＳＤＧｓのゴール

ＳＤＧｓ推進の考察

人々に安全で便利なアクセスを提供し住み続けられるまちづくりに資するため、リニア中央新幹線の早期全線開
業と「リニア三重県駅」の誘致、さらには、鈴鹿亀山道路や関連する国道３０６号川崎庄内バイパス等の事業推
進による広域道路網の整備を促進する取り組みを進めることができた。また、その実現に向けては、関係機関や
官民一体の期成同盟会組織とのパートナーシップ関係による連携が図れた。今後も、官民一体となった整備促
進に向けた取り組みを強化していく必要がある。

令和６年度 施策評価シート

施策の大綱 ３．交通拠点性を生かした都市活力の向上 評価担当者

基本施策 （５） 広域的な交通拠点性の強化 政策部長　笠井　武洋

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

①
リニア中央新幹線整備促進事
業

1,354 三重県等関係団体との連携強化やリニア亀山市民会議での官民一体となった
取り組みを継続したことで、リニア中央新幹線の駅誘致と全線開業への機運醸
成を高める取り組みを進めるとともに、市内外にPRを行うことができた。1,301

①
リニア中央新幹線亀山駅整備
基金積立事業

35,554 リニア中央新幹線亀山駅整備基金への計画的な積立てにより、令和6年度末
時点における基金積立額が約19億9千8百万円と、目標額20億円に近づきつ
つあり、リニア駅周辺整備のための財源確保につなげることができた。35,554

太字：主要事業
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■市民アンケート調査

■施策推進　[施策の方向]
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指標 現状値
実績値

目標値
単位 R4 R5 R6 R7

75 80
リニア中央新幹線・JR複線電化推進亀山
市民会議の会員数

会員 72 Ｒ２ 72 74

1.14 鈴鹿亀山道路の事業化等により、高速道路
網に対する市民の重要度が増加している。
一方、リニア県期成同盟会における本市内
におけるリニア県内駅候補地の決定等によ
り、リニア誘致が新たなステージに入ったもの
の、リニア駅誘致の機運の高まりに対する市
民の重要度・満足度が低下しているため、一
層、機運醸成を図るための取組が必要であ
る。

満足度 0.75 0.79 0.74

項目
現状値
[R2]

１次
[R5]

２次
[R6]

市民アンケートの考察

1 高速道路網が整備されている
重要度 1.05 1.11

2
リニア市内停車駅の誘致の機運が高まっ
ている

重要度 0.47 0.25
満足度 🔺0.15 ▲0.47

3
重要度
満足度

4
重要度

満足度

施策の方向 施策推進に関する考察

リニア中央新幹線市内停車駅の誘致
の推進

三重県等関係団体と連携を図りながら、「リニア三重県駅」の誘致に向けたリニアフェアの開催な
ど機運醸成のための活動が展開できた。また、リニア基金の計画的な積立てにより、駅周辺整
備のための財源確保を図ることができた。

広域道路網の強化
建設促進期成同盟会を通じた熱心な要望活動により、鈴鹿亀山道路及び川崎庄内バイパスの
事業推進が図られた。今後も関係機関との連携強化を図っていく必要がある。

今後の展開方針

リニア誘致は、最速2037年の全線開業を目指す長期的な国家的プロジェクトであることを踏まえた上で、先行区間の建設動向や開業時期
等を注視するとともに、名古屋以西の概略ルート・概略駅位置の公表時期等を見据えながら、市民の盛り上がりが継続されるよう、リニア亀
山市民会議の裾野拡大をはじめ、市民の関心度や期待が高まる取り組みを積極的に展開していく。また、名古屋以西の駅位置の公表時期
を見据えながら、リニア基金の積立て目標額の見直しを検討していくほか、三重県が策定を進める「三重県リニア戦略プラン」の検討へ参画
し、リニア駅を生かしたまちづくりの方向性について検討を深めていく。一方、広域交通網の強化については、引き続き、新名神高速道路の
三重県内区間の6車線化をはじめ、鈴鹿亀山道路と国道306号川崎庄内バイパスの早期整備とインターチェンジの設置、さらには、国道１
号関バイパスの事業化区間の早期建設と全区間の事業化について、国・県に要望活動を行い、その実現を目指していく。

総合評価
リニア中央新幹線市内停車駅誘致の推進については、三重県等関係団体と連携しながら、早期全線開業と「リニア
三重県駅」の誘致活動を展開する中で、県下初となる「リニアフェア」の市内開催をはじめ、リニア亀山市民会議にお
いてＮゲージリニアが走行するジオラマ「リニア駅誘致後の未来の亀山」を完成させ、その効果的活用や、夏休みリニ
ア親子学習会等の開催を通じて、リニア世代の子どもたちを含む幅広い世代へのＰＲ活動が展開できた。また、「リニ
ア中央新幹線亀山駅整備基金」の計画的な積立てにより、令和6年度末の基金残高が積立目標額に近づく水準とな
り、リニア駅周辺整備に向けた財源確保も図れた。こうした中、「リニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会」にお
いて、本市が県内駅候補地に決定され、加えて、建設主体が当該候補地内でのボーリング調査を実施し環境影響評
価に着手したことから、総理大臣がその現地視察をされるなど、名古屋以西区間も着実に取り組みが進められている
ところである。しかしながら、市民アンケート調査結果では、リニア駅誘致の機運の高まりに対する市民の重要度・満足
度が低いことから、リニア誘致が長期にわたる国家的プロジェクトではあるものの、更なる機運醸成を図っていくため、
市民の関心度や期待等を高められる取り組みを積極的に実施していく必要がある。一方、広域道路網の強化につい
ては、鈴鹿亀山道路の早期整備に向け、関係する地域との合意形成や道路設計等が進められるなど、県と連携した
取り組みを促進した。また、当該路線の早期整備と関連する国道306号川崎庄内バイパスの事業推進については、
建設促進期成同盟会と連携し、国等へ要望を行ったほか、国道１号関バイパス等の道路ネットワーク整備について
も、国・県と事業調整を行うとともに、国等に対し早期着手に向け要望を行った。今後も引き続き、広域道路網の実現
に向け、関係機関と連携し取り組みを進める必要がある。

Ｂ
まずまず進んだ


